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日 時：平成２７年３月２７日（金）午後１時３０分開会 

場 所：札幌市役所本庁舎 １２階 ３号会議室 
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  １．開  会 

○小林会長 皆さん、こんにちは。 

 年度末の大変お忙しいところ、お時間をとっていただきまして、ありがとうございます。 

 ただいまから、平成２６年度第２回札幌市環境教育基本方針推進委員会を開催いたしま

す。 

 まず、事務局から委員の出席状況の報告と配付資料の確認をお願いいたします。 

○事務局（田中環境教育担当係長） それでは、本日の委員の出席状況でございますが、

池田委員、小路委員、三木委員からご欠席とのご連絡をいただいております。森田委員に

おかれましては、遅参する旨のご連絡をいただいております。 

 引き続きまして、配付資料の確認をさせていただきます。 

 まず、次第、資料１の「委員名簿」、資料２の「環境教育関係事業について」、その他、

参考資料といたしまして、上のほうに札幌市立札苗緑小学校の取組と書かれました研究実

践校事業の資料がございます。それから、「かんきょう元気新聞」の第１５号ですが、こ

れは小学校低学年用と高学年用と中学生用の３種類をお配りしております。それから、小

さなカラーの冊子になりますが、「みんなでおでかけポケットブック」がございます。環

境副教材、カラーのＡ４判の３冊のものですが、小学生が対象の１・２年生用、３・４年

生用、５・６年生用の３冊をお配りしております。続きまして、「かんきょうみらいカッ

プ２０１４」と書かれましたカラーの報告書が１冊ございます。あとは、「さっぽろこど

も環境コンテスト２０１４」の報告書が１冊ございます。環境プラザ展示物更新について

というホチキス止めのカラーの２枚物がございます。これらに加えまして、環境教育関係

事業の項目には入っていないのですが、この３月に私ども環境計画課で策定しました札幌

市温暖化対策推進計画の資料が６種類ございます。 

 お配りしているものは以上でございます。 

○小林会長 ありがとうございました。 

 では、議事に先立ちまして、本日ご出席いただいています札幌市環境局環境都市推進部

城戸寛部長からご挨拶を頂戴したいと思います。よろしくお願いします。 

○事務局（城戸環境局環境都市推進部長） こんにちは。 

 ご紹介をいただきました環境都市推進部長の城戸でございます。 

 本日は、お忙しい中、先ほど小林会長からもありましたが、年度末のぎりぎりに日程調

整をさせていただき、ご協力いただきまして、本当にありがとうございます。 

 また、皆様には、日ごろから、いろいろな立場、関係で私どもの環境教育の推進にご尽

力をいただいておりますことに、改めて御礼を申し上げます。 

 それから、所用のためではあったのですが、第１回目の委員会を欠席してしまいました

ことについて、この場をお借りしておわびをさせていただきます。 

 せっかくの機会ですので、少しお時間をいただいて、私どもの取組んでいる方向性など

も含めてご挨拶をさせていただこうと思います。 
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 今日、私は、まだ外に出ていないのですが、すっかり春の陽気ということで、ゴールデ

ンウイークごろのいい季節感の日になりましたけれども、温暖化という言葉がしっくり感

じる今日この頃だと思っております。 

 一方で、昨年９月、ご記憶もあろうかと思いますけれども、札幌で初めて大雨特別警報

が出されました。近年、札幌でもこうした経験のないような異常気象に直面しており、今

日のこの陽気もいいですけれども、地球温暖化による悪影響が私たちの身近なところにま

で及んでいるなと思っているところです。 

 こうした状況の中で、冒頭に田中係長からもありましたけれども、本市としまして地球

温暖化に向けた緩和策をこれまで以上に先導的に取組んでいこうということで、札幌市温

暖化対策推進計画を策定いたしました。この計画は、後ほど詳しくご説明させていただき

ますので、私からはポイントだけをお話しさせていただきますけれども、世界に誇れる環

境首都・札幌を目指してということで、一旦の目標として２０３０年、１９９０年比でＣ

Ｏ２を２５％削減し、先行きとしては２０５０年に１９９０年比で８０％のＣＯ２を削減

するという高い目標を掲げています。また、この目標設定に当たっては、泊原子力発電所

の稼動は見込まないで、市民の皆さんと一緒になって、高い目標ではありますけれども、

ＣＯ２削減に取組んでいこうという計画にさせていただいております。 

 今お話をしたように、非常に高い目標でありますので、これまでも市民の皆様にいろい

ろとお取組みいただいてきたわけでありますけれども、これからは、さらに地域特性を踏

まえた効果的な取組を進めていかなければなりません。今の私たちの豊かな暮らしを続け

ながら、増加し続ける温室効果ガスを削減することは容易なことではありません。地球温

暖化に関する問題を私たち一人一人が自分のこととして考えて、ライフスタイルを見直し

ていかなければならないということをお伝えさせていただいているところです。 

 このためには、全ての世代において、次世代を担う人材を育成する環境教育がそういっ

た観点からも改めて大きな役割を果すということだろうと認識しているところであります。

したがいまして、環境教育にこれまで以上に力を入れていく必要がありますし、より効果

的に環境教育を推進していくことが重要であると考えております。新たな札幌市温暖化対

策推進計画にも、そのことをしっかり位置づけさせていただいているところであります。 

 そういうことで、本日は、委員の皆様方に今年度の本市における環境教育の関係事業の

実施結果と、次年度の予定についてご説明をさせていただくわけでありますけれども、そ

の上で、札幌市環境教育基本方針の視点や取組の柱に沿った展開、あるいは成果が得られ

ているかどうか、忌憚のないご意見をいただきたいと考えておりますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

 少し長くなりましたけれども、私のご挨拶とさせていただきます。 

 本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

○小林会長 ありがとうございました。 

 それでは、早速、会議を進めたいと思います。 
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 この議事次第には１行とその他だけになっていますけれども、たくさん資料をいただい

て、たくさんの内容がありますので、順調に進めたいと思います。 

 まず、議事（１）の平成２６年度環境教育関係事業の実施結果及び平成２７年度の予定

についてから進めたいと存じます。 

 進行に当たり、議事を四つの柱ごとに区切って進めます。 

 委員の皆様には、柱ごとに実施結果と来年度の予定についてあわせてご意見をいただき

たいと思います。 

 それでは、事務局からご説明を願います。 

○事務局（田中環境教育担当係長） それでは、早速、ご説明させていただきます。 

 今、会長におっしゃっていただいたとおり、四つの柱に沿って事業の説明を行いたいと

思います。 

 お手元にお配りしている資料２に基づきまして、映像をごらんいただきながらご説明を

させていただきます。つきましては、前回、１１月２８日の委員会でご説明させていただ

いた部分につきましては、お時間も限られていることもございますので省略させていただ

きまして、それ以降に実施した事業や来年度の予定を中心にご説明させていただきます。 

 初めに、四つの柱の一つ目の人材の育成についてです。まず、環境教育リーダー・環境

保全アドバイザー派遣のところでございます。平成２７年度、来年度につきましては、環

境教育リーダーを増員し、新任リーダーの研修を実施することを考えております。皆様か

らもいろいろとご意見をいただいておりますが、実際に環境教育リーダーも高齢化してい

るという状況や、水生生物などについて、幼児、幼稚園児や保育園のほうのニーズが多い

ということもございまして、そちらの分野の得意な方を新たに２７年度中に増員し、２７

年度の６月下旬ぐらいから派遣ができるような体制を整えてまいりたいと考えております。 

 続きまして、資料２の２ページに移らせていただきます。 

 こどもエコクラブについては、前回、前々回といろいろご意見をいただいております。

環境プラザあるいは札幌市内に１２団体のこどもエコクラブがありまして、今回、主に環

境プラザのこどもエコクラブの卒業生になりますが、４年生から６年生で環境に関する活

動をいろいろしていただいて、エコクラブを卒業した後の環境関連の活動や地域貢献を考

えていくべきではないかというご意見をいただいております。そこで、平成２７年度につ

きましては、今後の予定として、こどもエコクラブ卒業生の皆さんに、環境関連イベント

開催時にスタッフとしてお手伝いしていただくことを考えております。将来的には、こど

もエコクラブの活動で終わるのではなく、イベントに限らず、社会貢献や環境活動に継続

して携わっていただけるような仕組みを考えていかなければならないと思っております。 

 続きまして、市民講座の開催です。こちらは、例年、環境に関するさまざまな講座を環

境プラザで実施しているのですけれども、今回、後半に行った「水素が変える未来の社会」

という講座で、燃料電池の仕組みについての講演や燃料電池の実験などを行いまして、燃

料電池の理解を深めていただいております。 
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 同じく、資料２の下の③で、映像はございませんけれども、大学生のサポーター制度と

いう項目を書いております。これも平成２７年度の予定ですが、大学生のサポーター制度

を環境プラザで立ち上げまして、環境をテーマとして大学生と小学生の活動をつなげるよ

うなことを計画しております。具体的に、まだ細かいところまでは決まっていないのです

が、環境プラザは小さいお子さんから大人の方までいろいろかかわりを持っていらっしゃ

るのですが、大学生との連携や関連が余りないということで２７年度については、大学生

との連携を強化していきたいということで検討しています。 

 今考えているのは、小学生の夏休みや冬休みの自由研究の題材になるようなものを大学

生と環境プラザで考えながら、それを小学生にいろいろ伝えるなど、やり方はまだ固まっ

ていないようですが、そういったことを考えていると聞いております。 

 続きまして、その下ですが、エネルギーに関する環境教育の推進という項目に移らせて

いただきます。 

 前回の会議、あるいは、その前の会議などでもご意見をいただいておりますが、これま

でに、エネルギーの見える化設備の設置ということで、百合が原小学校、平岸中、南郷小

学校の３校に整備させていただきました。それを設備のない学校にも広げていくことを考

えてはどうかというご意見をいただいて、平成２５年度にＤＶＤ教材を作り、各小学校に

お配りしたところです。今年度、それがどのような使われ方をしているのかということで

アンケート調査をさせていただきまして、平成２６年度の事業につなげさせていただいた

のですが、内容的には概ね良いというご評価をいただいております。ただ、活用していな

いという意見も結構ございまして、活用されていない学校の理由として、教材の存在を知

らなかったというものが６割ほどになっております。それは、こちらのＰＲ不足もあると

思っています。 

 実際に使ってみてどういう意見があったかというと、学校で使うのですが、先生が操作

して使っても子どもさんに内容がなかなか伝わりにくい部分もございまして、子どもたち

一人一人が個別に利用できるようになればいいのではないかという意見もいただいており

ます。この委員会でも、ＤＶＤを配るだけではなく、インターネットで使えたり、学校に

限らず使える方法はないかというご意見もいただいておりました。それを受けて、平成２

６年度につきましては、これを環境プラザのホームページに立ち上げる予定です。 

 今日までに間に合うと思っていたのですが、まだ完了していません。何とか年度内には

ホームページに整備しまして、学校に限らず、大人の方もごらんになって、利用していた

だいて、エネルギーに関する環境教育を体験していただきたいと思っております。 

 平成２７年度、今後の予定につきましては、今度作成するホームページのＰＲです。前

回、せっかく内容がいいというご意見をいただいたＤＶＤだったのですが、ＰＲがなかな

か行き届かなかったところもあるのか、認知度が低かったということもございますので、

来年度以降につきましては、こちらをいろいろな面からＰＲしていきたいと考えておりま

す。 
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 大変恐縮ですが、一つ飛ばしてしまいました。 

 エネルギーの前に、環境に関する学習活動研究実践校事業という欄がございます。こち

らについて、教育委員会の渋谷係長からご説明いただきたいと思います。 

○事務局（渋谷企画担当係長） 教育委員会で環境教育を担当しております渋谷と申しま

す。 

 私から、教育委員会の取組について、少しお時間をいただきましてご説明させていただ

きたいと思います。 

 今、お手持ちの資料の中に平成 27 年度に教育委員会において取り組んだ「研究開発事業」

について、１０校分の実践研究報告書がございます。これを見ながらお話を聞いていただ

ければと思うのですが、教育委員会では、札幌らしい特色ある学校教育というものを、所

管する幼稚園、小、中、高等学校、及び特別支援学校の全ての校種において進めておりま

す。その具体的な柱が【雪】【環境】【読書】の３つとなっています。そのうち【環境】

の項目でこちらの研究開発事業に取り組んでおります。平成２５年度までは５校による実

践研究を行っていたのですが、２６年度からは倍の１０校にし、２つのテーマを設けて実

践研究を行っていただきました。 

 一つは、太陽光パネル活用等に関する学習活動実践研究校事業、もう一つは、地域・外

部人材を活用した自然環境に関する学習活動研究実践校事業です。この二つに幼稚園、小・

中・高等学校、さまざまな校種で取り組んでいただいたという内容の報告書でございます。 

 具体的なところで申し上げますと、これは環境局のお力添えもいただきましてというと

ころですが、例えば札幌市立幌北小学校の取組が出ています。 

 実は、この学校にはビオトープがございまして、学校はそれを活用した学習を何とか成

立させたいという願いを持っておりました。ちょうど環境プラザに非常に近いところにあ

る学校なものですから、プラザのスタッフに来ていただいて、３年生が総合的な学習の時

間の枠を使って行った実践です。秋だったので、外でフィールドワークをした後に多目的

室で種等に関する学習をしたのですけれども、非常に生き生きとした子どもの表情が印象

的でした。取り組んだ学校も、環境局で作成したパンフレットなどを参考にしながら、来

年度もこの実践を学校の教育課程に位置づけて継続させていくという話を聞いております。 

 これが研究開発事業ですけれども、このほかの取組として全ての学校で使っていただい

ております教育課程編成の手引という冊子を今年、４年ぶりにリニューアルしました。今

日は礒島校長先生がいらっしゃっているので、後で話をしていただけたら教育委員会とし

ても非常にありがたいと思っています。この手引に環境局との連携ということを極力盛り

込ませていただいたつもりです。 

 この後、平成２７年度の研究開発事業ですけれども、１０校の研究実践校事業は継続し

ていきます。 

他にも、私たちは前々から「学校の夢づくり支援事業」というものをやっておりまして、

学校が独自にもっている夢を叶えたいという計画書を出していただいて、それに対して５



 - 6 - 

０万円を限度に教育委員会が予算措置を行うという事業です。 

 夢の内容には、体力づくりや学力向上などいろいろありましたが、今年は環境に関する

取組を申請してきた学校も幾つかあり、そのうちの３校に予算を配当しております。 

 一つは、雪解け水を活用したビオトープづくりです。これは、地域、保護者の方と一体

になった取組で、白石区の中学校でございます。もっと言うと、こども環境コンテストで、

今年、最優秀校となった中学校でございます。その縁があって環境教育がつながっている

ということです。 

 それから、南区の小学校では、地域の林を学校林として借りることができたものですか

ら、冬も通して自然に触れることができるような計画ということで、スノーシューを使い

ながら冬も観察できるような教育プログラムを作りたいという夢に対して予算配当をして

おります。また、西区に中の川という川があるのですが、そこに生活科でかかわっていく

小学校の学習を支援するための教材、教具の予算配当をさせていただきました。 

 教育委員会は、環境局と一体となって進めているところも非常に多いものですから、次

年度以降もしっかりと連携を図りながら、札幌市の環境教育が充実するように進めてまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○小林会長 ありがとうございました。 

 礒島委員から何か追加がありますか。 

○礒島委員 先ほどの教育課程の手引きについては、この柱の（３）プログラム作成と関

連していると思いますので、そこでお話をさせていただきたいと思います。 

○小林会長 ただいま、全体の人材の育成という部分と、今、教育委員会の渋谷係長から、

非常に具体的な、中身がよく見えるご発表をいただきました。 

 ご質問、コメントなどがございましたらお伺いします。 

○礒島委員 （１）にかかわって、先ほど最後のほうにございましたエネルギーに関する

環境教育の推進ということで、今、画面に出ているものです。これについては、非常に努

力されているなと思います。これが実物です。各学校には、これだけではなくて、こうい

った使い方もあわせて送られているという非常に丁寧なつくりになっています。そういう

意味では、努力はしているけれども、実際に使われていない実情があります。これは、内

容的に教科ではないので、どうしても教科から離れての教育ということがあって、どこの

場面でと書いてはあるのですが、なかなか使う機会がないということだと思います。 

 そこで、今度は個人向けでホームページ上に出すということでした。さらに工夫されて、

また一歩踏み込んだ取組となっていると思いますが、ただホームページに上げるだけでは

なくて、何らかの形で、ホームページに上げましたといった宣伝というか、啓発が必要に

なってくるのだろうと思いました。非常に努力して、工夫されていると感じております。 

○小林会長 ほかにご意見はございませんでしょうか。 

 全部の生徒に配るということは、それぞれ勝手にやれということにならないようにしな
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ければならないですね。今までは、各先生単位で判断して、時間のやりくりをして、これ

を使って教育ができたということですね。これからは、生徒個々人が使えるようになると

いうことですね。 

○礒島委員 この環境教育の取組には、学校でやるということと、もう一つは学校を離れ

て家庭へということで、一つとしてエコライフレポートがあります。それと同じような考

えに立つと、家庭でもこういったものに興味を持ってという意味では、ホームページ上に

出して、個人で取組む環境を作るというのは悪いことではないと思います。 

○小林会長 でも、家庭によるむらが当然あるでしょうね。 

 ほかにご質問やコメントはございませんか。 

○坂本委員 環境プラザの取組の中の大学生のサポーター制度についてです。 

 これは、予定ということなので、プラザさんのほうにお聞きしないと詳細はわからない

のかもしれませんが、私たちのところでも子どもの農山村体験とか自然体験のプログラム

をやっているのですけれども、ボランティアリーダーであったり、子どもたちのまとめ役

的なことを大学生にお願いしたりします。それは、小学生たちにとっても、お兄さん、お

姉さんたちにリードしてもらうのは効果があるということもあるし、大学生にとっても大

変貴重な機会になり、自分たちのリーダーシップやコミュニケーションの力を高めたりす

るので、とてもいいなと思いました。 

 環境プラザは、いろいろな市民団体の大学生たちがたくさん出入りしているので、そん

なところで自然に接点ができるのかな、あるいは、どこかの大学の研究室などと一緒にや

っているのかなと思って伺いたかったのですが、その辺はわからないですね。 

○事務局（田中環境教育担当係長） そこまでは、環境プラザでもまだ固まっていないと

思います。 

○坂本委員 とてもいい試みだと思ったので、ぜひ推進していただきたいと思います。ま

た、大学でも環境教育みたいなことをやっていらっしゃる学科もあるでしょうし、そうで

はなくて、いろいろな任意団体でもいいのかなと思いました。 

○小林会長 大学生と限らずとも、保育士の養成コースや幼稚園教諭の養成コースにも環

境教育という絵本のような教材があるのです。そして、土を見たり、葉っぱを見たり、虫

を見たりというものがあるので、案外、保育士や幼稚園教諭の養成施設のようなところも、

応じてもらえるなら協力してもらったらいいかもしれませんね。実習などということで、

ですね。 

 ほかにございませんでしたら次に進みたいと思います。後で時間が余りましたらまた全

般にわたるお話を伺いたいと思います。 

 では、②です。情報の共有、活用についてです。かんきょう元気新聞のことや施設連携

事業などについてご説明をお願いいたします。 

○事務局（田中環境教育担当係長） かんきょう元気新聞です。 

 前回もかなり説明させていただいたのですが、２月に発行しました第１５号でバイオミ
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メティクスをテーマにさせていただきました。これにあわせて、北海道大学の総合博物館

の協力を得ましてパネル展示のほかに、バイオミメティクスに基づいて製品化されたもの

や、ハニカム構造の参考になったハチの巣や、昆虫の羽からヒントを得たミウラ折りの展

示をさせていただいて、今までにはない紙面から出た活動をさせていただきました。 

 これにあわせまして、環境プラザにおいて、今までは空きスペースに地味に張られた元

気新聞だったのですが、常設のかんきょう元気新聞コーナーを作ることにしました。 

 続きまして、環境関連施設連携事業の実施ということにつきましては、本委員会の意見

に基づきまして掲載内容を見直した「みんなでおでかけポケットブック」という小冊子を、

時点修正だけではなくて大幅に更新して内容を見直しております。具体的には、各施設の

冬の取組ということで、森田委員から主にご意見をいただきましたけれども、以前は円山

動物園だけの記載だったのですが、これを各施設に呼びかけさせていただきまして、１２

施設のうち９施設について冬の取組のコメントを書いていただいています。あとの３施設

は、いろいろな事情があって、冬の活動をされていないとか、閉館になっている水道記念

館などもございますので、書けない部分もあるかと思うのですが、大幅に増やしていただ

きました。 

 それから、本日は欠席されております小路委員からも、環境関連１２施設という割には、

施設の宣伝に終わっているのではないか、環境に関するページというのをもうちょっと増

やしたほうがいいのではないかというご意見をいただきました。こちらも、同様に各施設

にお願いしまして、施設ごとに中身にいろいろ差はあるのですが、ほとんどの施設で環境

という言葉を入れていただいたり、環境に関するコメントを盛り込んでいただいておりま

す。具体的に言いますと、例えばモエレ沼公園は１８、１９ページにあるのですが、これ

までは環境に関するコメントはほとんどなかったのですけれども、今回、１９ページに雪

冷房システムが導入された云々という記載を入れていただいて、環境負荷低減に配慮した

施設が組み込まれているということと、こちらは冬のコメントになりますけれども、一番

最後に、冬にはクロスカントリースキーやそり遊びができるなどというコメントを入れて

いただいて、内容は昨年度のものよりは充実させていただいていると思います。 

 また、宮森委員からもご指摘がありました円山動物園の次世代エネルギーパークの部分

については、前のほうにそういった文言は入っていないのですが、後ろのほうにも円山動

物園のページがあります。５ページに、触れる地球などの写真を入れて、環境にやさしい、

こういう見学ができますというコメントを入れていただいています。 

 情報の共有、活用につきましては以上でございます。 

○小林会長 ありがとうございました。 

 ただいまの説明についてご質問やコメントはございませんでしょうか。 

 かんきょう元気新聞の１５号は、編集に当たってくださった人がいつも熱心にいろいろ

議論をした上で書いていて、今回、バイオミメティクスを初めて大々的に取り上げられま

したけれども、ミウラ折りのことや、ヨーグルトのふたがなぜくっつかないようにつるつ
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るになっているのか、それは生物の不思議をまねしたのだということは、非常に身近なケ

ースで、わかりやすいなと思います。 

 ミウラ折りについては、工藤さんが自分で折って、いろいろ考えて写真に写したそうで

すから、グラデーションのつき方などが大変わかりやすいと思います。これは、地図など、

畳んだものを広げるところで使われています。 

 ヨーグルトのふたも、子どもたちは毎日食べているものですから、なぜこんなにつるつ

るしているのだろう、ああ、そうなのかということをお母さんやお父さんに伝えてくれれ

ばわかってもらえると思います。 

 これは新しい言語と分野ですけれども、生物の不思議ですね。人間よりも何百倍も長く

生きている中でいろいろな進化をしてきたり、いかに省エネで餌を少なくして生きていく

か、いかに他人が生きていないような空間でうまく生きていくかということで工夫を重ね

た知恵をもっとしっかりみんなで観察しようではないかということにつながってくるとい

いなと思います。 

 これは、全部の教室に配って貼るのでしたね。 

○太田副会長 これは、年に何回発行されるのですか。 

○事務局（田中環境教育担当係長） 現在は２回です。過去に４回発行したこともあった

のですが、そのときは限られた学年にだけ配っていました。今は、小学校の全クラスと中

学校も全クラスにということで、予算の関係もありまして年２回となっております。 

○小林会長 レイアウトも色も感じがよくなりましたね。あか抜けしてきて、大変よかっ

たです。 

 先ほどの小さいパンフレットも、皆さんのご意見をいただいて、在庫がなくなって新し

く印刷する都度、少しずつよくなっていただいています。 

 モエレ沼の冷房のことも皆さんに余り知られていないですが、三角ピラミッドの裏側に

コンクリートでぴしっと密閉した倉庫のようなのを作ってありまして、冬の駐車場の除雪

でかたくなった雪をブルで押し込んで入れているのです。そして、ぴしっと閉めてあるわ

けですけれども、その上を通ってピラミッドに涼しい空気を入れることになっています。

ここに行くと、環境学習ができるように、説明パネルか何かがあるのですね。 

○事務局（城戸環境局環境都市推進部長） あります。 

○小林会長 そして、いろいろなことに気がついていただこうということです。円山公園

もいろいろと工夫していますね。単なる動物だけではなくて、あれだけいろいろな世代が

来るので、本当にいい場だと思います。 

 何かコメントやご指摘はありませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○小林会長 では、先に行かせていただきます。 

 次は、プログラムの作成というところです。 

 環境副教材ですが、１年、３年、５年に配って２年間使ってもらうということです。そ
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れぞれの子どもに２年間ずつ使ってもらうということで、１・２年用、３・４年用、５・

６年用になって、それぞれに教師用手引書があって、教師用虎の巻ですね。それぞれ３セ

ットあります。このプログラムの作成についてのご説明をお願いいたします。 

○事務局（田中環境教育担当係長） それでは、説明させていただきます。 

 これも、前回、少し説明をさせていただいているのですが、今出ているのが平成２６年

度にお配りした副教材の表紙の絵でございます。平成２４年度末に先生方にアンケートを

とらせていただいて、活用の度合いや、どういうところを改善したらいいかというご意見

をいただきました。１・２年生用は、使いやすさの向上や札幌に関する内容を強化したほ

うがいいというご意見を、３・４年生は、３年生の主に理科の単元が不足しているので、

その内容を強化したほうがいいとか、札幌に関する内容を強化すべきであるというご意見

をいただいています。５・６年生につきましても、札幌に関する内容の強化と、児童への

自発的な活用を促すというようなご意見をいただきました。それを受けて、１年間、各学

校の先生方でワーキンググループを立ち上げて、全面的に見直しをさせていただいており

ます。その結果が皆様のお手元に行っている新しい冊子です。 

 これは、副教材自体の表紙が何年も変わっていないということで、その辺を変えたほう

がもっと活用されるのではないかというご意見もいただきまして、イラストを全面的に描

き直しております。 

 具体的には、１・２年生用では、動物園や雪まつりのページについて、札幌の特色も取

り入れながら増やしております。３・４年生用では、今まではほとんどなかった３年生の

理科のページを８ページ増やしております。５・６年生用では、ちょっとレベルが上がっ

て、生物多様性や雪のページなどを増やしております。 

 そのほか、各冊子で共通ですけれども、教師用の手引が別途ございます。こちらにだけ

出ていた道徳のページがありまして、これまでは、先生が教師用の手引をコピーして、使

うときに子どもたちに配るというように使用していたのですが、今回、これを子どもたち

の冊子のほうにも入れまして、子どもも自発的に読み物として読むこともできるようにし

ております。 

 また、先ほど礒島委員からもお話がありましたエコライフレポートです。 

 夏休みや冬休みの前に、小・中学生の子どもさんに、最近ですと節電をしてみようとい

うことで取組んでいただいているものを張りつける場所を最後に設けております。エコラ

イフレポートは、学校での実施率が９割以上とかなり高いので、副教材の利用率もそれと

同じぐらい高めていただきたいと思っているのですが、副教材にエコライフレポートを貼

って、副教材も読んでもらうなど、双方に活用していただけるようにページを増やしてお

ります。 

 また、今回はお配りしていませんけれども、教師用の手引書も同じように１・２年生用、

３・４年生用、５・６年生用と３冊作っております。中身は、今回お配りしたものの解説

ということで、これまでのものとさほど変わっていないのですけれども、もし参考にごら
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んになりたいという方がいらっしゃいましたら、お申しつけいただければお渡しすること

はできますので、お願いいたします。 

 ３番目のプログラム作成については以上でございます。 

○小林会長 このプログラム作成に関連して、先ほど城戸部長のご挨拶の中でもお話があ

りましたが、皆様のお手元にお配りしています札幌市温暖化対策推進計画につきまして、

事務局から解説をしていただきたいと思います。 

○事務局（高木環境計画課長） その前に、礒島委員、先ほどの百合が原小学校の関係を

ここでご説明いただければと思います。 

○礒島委員 本校のということより、この手引書の活用についてです。 

 これは、前回の委員会の中でもお話ししたのですけれども、環境局のほうでいろいろな

ものを作っていく中で、先ほどのＤＶＤもそうですが、いかに活用されるか、そして、ど

う広げていくかということがポイントだと思っておりました。そういう意味では、先ほど、

渋谷係長も市教委との連携という話をされていました。 

 実は、先生方は、今度の４月より教科書が変わります。小学校では、教科書の改訂にあ

わせて、時間割などのプログラムを作成していきますね。そのときのよりどころになる各

教科の資料を市教委が中心になって作成するのです。これは、先生方の活用頻度が非常に

高いもので、この中に副教材のものが書かれているといいのではないかということを前回

お話ししました。そして、今回の手引書に、ここの場面で活用したらいいということが載

っているのです。 

 ここに書かれるというのは非常に大きなことで、これをもとにこういった副教材のどこ

の場面で使えるのかということにつながったり、１ページを割いて、環境局で取組んでい

るいろいろなものが書かれています。この冊子だけではなくて、ホームページのことも出

ているのです。ホームページも、アップはされているのですが、こういったところに掲載

することによって実際に開いてみようということになっていくと思うのですが、これも中

身の濃い非常にいいものなのです。皆さんがこういうものがあることを知るというのはと

ても大きいことなので、そういう意味でこの手引書が有効ではないかということです。 

 今回、それがとてもいいということは先ほども言いましたが、今後も環境局のこういっ

た取組については市教委やいろいろなところと連携していくことが大事になってくると思

います。 

 ただ、４月からいよいよスタートなので、実際に使うのはこれからです。 

 以上です。 

○小林会長 ありがとうございました。 

 作られたものは活用されてこそ意義があります。副教材作成の委員の先生方は、本当に

今まで、夏休み、冬休みを潰して皆さん大変頑張ってくださって、やっと利用しやすくな

ってきたのですね。これに位置づけられたり、何をやるにはどこを見ればいいということ

がわかりやすくなっています。やろうという場合にやりやすいようにしてあげないと本当
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に申しわけないですからね。 

 では、高木課長からお願いします。 

○事務局（高木環境計画課長） それでは、ちょっとお時間をいただきまして、このたび

環境局で作成しました温暖化対策推進計画についてご説明させていただきます。 

 クリップでとめられていますが、温暖化対策推進計画という冊子と、その後ろに、「札

幌の未来を守るために・・・」という青いパンフレットがあります。これは、市民向けと

事業者向けのものがついております。その後ろにも「札幌の未来を守るために・・・」と

いうパンフレットがありますが、これは、小学校１年から４年生用と、小学校５年から中

学３年生までのものです。内容は同じで、ルビを振っているかどうかという違いですが、

子ども向けのパンフレットです。一番最後に、札幌市温暖化対策推進計画（案）にいただ

いたご意見と札幌市の考え方、小学生・中学生のみなさんへという白黒のものがございま

す。 

 今回の計画の内容については、話し出したら時間が足りないので、私どもの部長からも

目標値等のご説明をしましたので、その部分は割愛させていただきまして、今回の計画を

策定するに当たって、環境教育ということで子どもたちからどのように意見をもらいなが

ら作っていったかというところに絞ってご説明をさせていただきたいと思います。 

 今回の作成に当たって、白黒コピーの札幌市の考え方の表紙の説明文を見ていただくと、

今、札幌市では、行政計画を作るときには、基本的にパブリックコメントということで市

民の方々のいろいろな意見をいただいております。温暖化というのは息の長い話ですので、

今回、将来の札幌を担う子どもたちの意見も聞きたいということで、昨年の１２月１９日

から今年の１月２２日までの間、パブコメと同時にキッズコメントということで子どもた

ちから意見を募集しております。そして、８２５人の小学生、中学生の皆さんから意見を

いただきまして、人数的には８２５人ですが、意見数としては１，４８８件ということで、

おおむね１，５００件ほどのご意見を子どもたちからいただいたところです。 

 そして、その意見に対して札幌市はどう考えているのかというご説明を１ページから書

いております。これは、各章立てごとに意見をある程度集約化していますが、みんなのこ

ういう意見があった、それに対して市役所はどう考えていますというつくりにしておりま

す。 

 今回、多くの子どもたちから意見をいただきましたので、この内容は各学校にまたフィ

ードバックをして、子どもたちに、自分の意見に対して市役所からどういう答えが出たの

かとか、ほかの子どもはどういう意見を出したのかということの参考にしてもらえると思

っております。 

 これらの意見をもとに作成した計画を説明しているパンフレットなのですが、ページを

めくっていただくと、最初は、地球温暖化とは何かという話や、２ページからは、札幌で

はどのぐらいの二酸化炭素が出ている云々という計画の説明が続いております。例えば、

４ページをごらんいただくと、家庭の取組にはどういうものがあるという説明の下に、計
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画を作るときにもらったみんなからの意見も載せてございます。先ほどご説明した子ども

たちの意見を取りまとめた中から、代表的なというか、みんなで頑張っていこうねという

意見をこちらのほうで抜粋し、代表的な意見ということでパンフレットの中で紹介してお

ります。 

 子どもたちの意見は１，５００件もありますので、一つ一つへの対応は難しかったので

すけれども、おおむね計画に反映できるところはパンフレットに入れるようにして活用し

ております。 

 最後に１点だけ、ＰＲではないのですが、市民の省エネ合同編というパンフレットがご

ざいます。内容は計画の説明ですが、裏表紙を見ていただくと、低炭素生活というように

雑誌的な形にして、札幌未来予想図が２ページとか、省エネで目指す減量目標は３ページ

というように、どんな内容が何ページに書いてあるかがわかるようにしています。通常、

計画の裏表紙はそっけないのですが、なるべく皆さんに手にとって見ていただくことが第

一歩と考えまして、今回、一番多く使うであろう市民向けのパンフレットの裏表紙を雑誌

の目次風にしております。 

 私からは以上でございます。 

○小林会長 私の出ている環境保全協議会でも、これを見たらどこに何が書いてあるかす

ぐにわかるような表示にしたらいいという提案が出ていましたね。 

 こういうものの印刷費が高いか安いかとよく言いますが、利用されなければ高くなりま

すし、みんなが読んでくだされば、お金にはかえがたいものとなります。 

 それから、今ご説明いただいた温暖化対策推進計画の大きな厚い本編の５２ページと５

３ページを見ていただきたいと思います。こういう推進計画をどうやって実現させていく

のかということについては、実際には左側と右側の二つの方法しかないのです。左側はみ

んなの意識で、真ん中あたりに矢印で書いていますように、環境教育を推進していって、

みんなが問題意識を持って、大きくなっていくと。右側のほうは、市民団体、企業、役所、

大学もみんなで協力すると。この両方しかないのです。特に強制力はないし、警察権を行

使するわけにもいかないので、この二つだけということです。 

 最初に城戸部長が言われたように２０３０年とか２０５０年というのは、今の小学生も

幼稚園児もみんなお父さん、お母さんになっているのですね。今から１５年後とか３０年

後の市民にどういう行動をしていただいて目標に近づき得るかというのは、今申し上げた

５２ページ、５３ページのこの方法しか具体的にはないので、環境教育がいかに大事かと

いうことだと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 今までの説明に対して、ご質問、コメントはございませんでしょうか。 

○田作委員 田作です。 

 「みんなでおでかけポケットブック」のでかけようアクセスマップの１から１２と、地

球のためにできることの副教材の後ろの施設の数を何となく数えてみたのですが、違いま

すね。高学年用の４６ページを見ると９カ所になっていて、アクセスマップは１２カ所に
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なっています。これは、行けないところもあるということと、かぶっていないところもあ

るのです。これは、リンクさせたほうがいいのではないかという意見です。 

○小林会長 余り小さくならないように、かつ、ハンドバックやポケットに入れやすいよ

うな大きさの中で取捨選択をしたのですね。例えば、清掃工場などはもっともっと数があ

りますし、いろいろなものがありますからね。網羅版ではないということですね。 

 ご指摘をありがとうございました。何か工夫できることがあればしてください。 

 イラストも新しいものがたくさん入っていますね。 

○太田副会長 副教材は、大変一生懸命作っておられて、５・６年生用を見たら、非常に

ちゃんとした内容が書いてあるなと大変感心しました。 

 話にあったかもしれませんが、これは小学校のどの時間で使われるのでしょうか。 

○小林会長 生活科ですね。 

○礒島委員 今、生活科というお話がありましたけれども、生活科は１・２年生用で使う

ということで、先ほど言ったように各教科の教師用の手引があります。生活科編には、地

球と仲良くしているということで、ここのページを使えそうですよと書かれています。そ

れから、５・６年生用になると、環境にかかわっては、総合的な学習の時間と、家庭科で

も環境とかかわるような内容もありますし、社会科もあります。そういった意味で、社会

科や家庭科などとあわせて使うことも考えられると思います。 

○白崎委員 今の件につけ加えさせていただきますと、各教科の中で、目次のほうには明

記されていないのですけれども、環境副教材の教師用の目次のところに、前回は何年生の

何の教科でということも明記されながら、そういったところは先生方が意識して使えるよ

うな工夫はされていたと思っております。 

 総合的な学習になってくると、特に高学年になってくると、札幌市の手引書の中には明

記されない部分もあるけれども、各学校で継続的に推進しているものがありまして、この

副教材もかなり長く使われておりますから、学校のほうでも意識して使われております。 

○小林会長 教師用手引には書いてあったのですね。 

○事務局（田中環境教育担当係長） お配りしていなくて申しわけないのですけれども、

教師用手引には、地球を守るための国際的な活動というページは社会科教科書５年生の下

の１２０ページから１２１とか、理科ですと６年の２０ページで使えますということで、

細かく明記されております。 

○小林会長 今、国際化というお話がありましたけれども、今回、ＪＩＣＡは、方針を変

更しまして、国内研修三原則ということで、ＪＩＣＡは研修で札幌にたくさん来ています

から、出前で小学校に派遣して、１日、一緒に遊んだり、給食を一緒に食べたりしてコミ

ュニケーションをとって生徒の国際化に役立たせるというものが、税金を使ってやる事業

として位置づけられました。 

 今までも、学校の先生が、１人、ＪＩＣＡに派遣されてアレンジしておられましたけれ

ども、それを積極的に前面に出すことになりましたので、いろいろな学校で国際化だから
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外国人が来ているのだなとか、うちの学校に来てコミュニケーションをしてくれというの

をＪＩＣＡに申し込まれたらいいと思います。 

 ほかにはよろしいでしょうか。 

○太田副会長 札幌市の温暖化対策推進計画についてですけれども、本編と概要編があり

ますね。ささいな話ですけれども、概要版ではホームページのここを引くと出てきますよ

と書いてありますが、本編のほうはインターネットには載らないのですか。それとも、大

変だから載せられないということですか。 

○事務局（高木環境計画課長） 全文出てきます。容量が大きいので分割していると思い

ます。そういう意味では紹介していないですね。 

○太田副会長 せっかく作られたのに、これがないと詳しくわからないというのはもった

いないなと思ったのです。 

○小林会長 全部そっくり出てくるはずです。 

 坂本委員どうぞ。 

○坂本委員 温暖化対策推進計画についてですが、事業者向けの省エネ行動編というのは

市内の事業者さんには配布されるとか、説明会などの機会はあるのでしょうか。 

○事務局（高木環境計画課長） 今回、パンフレットの市民編については、区役所などで

配布をしています。先ほど私がご説明した子ども向けについては、子ども１人に１部ずつ

ということで各学校に配布しています。事業者編につきましても、事業者の方に自由にと

っていただく形や、札幌市のエコメンバーなどいろいろな登録されている方などにもお配

りしていくことを考えています。 

 今、坂本委員からございましたように、説明会とかそういう部分について、次年度以降

どういう形でこの推進計画をＰＲしていくかということは考えていく必要があると思って

おります。よく言われる話ですけれども、計画を作って終わりかと言うことですね。これ

は、パンフレットもそうですが、飾っておくものではないので、そういうものを配布しつ

つ、実際に必要なのはＣＯ２の削減のための行動に移していただくということにつながな

いと計画を策定した意味がありませんので、そういう事業については、次年度、何らかの

形で進めていきたいと考えております。 

○坂本委員 先ほど会長からも、実際に推進する政策として、今の段階では人材育成とか

教育ということしか強力なものがないと。特に、事業者の皆さんには、インセンティブが

あるとか罰則があるということではないという今の状況はわかるので、それであれば、な

おさらＰＲ、啓発が大事だと思いました。 

 特に、この環境教育基本方針推進委員会自体も、子どもたちとか若い世代を対象にした

ものになっていますけれども、大人もしっかり学ばなければならないのではないかと思い

ますので、そういったことも考えていただきたいと思います。 

○江田委員 今のことと少しかぶっているのですが、私は小学生の子どもが２人おりまし

て、１人１冊ずつもらってきました。恐らく、学校のほうでは配布しただけだと思うので
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すが、せっかく１人１冊あるので授業でも活用していただけたらとてもいいのではないか

と思いました。 

○小林会長 そういう計画は、礒島委員が委員長でやっておられます。 

 この問題は、市民総ぐるみで取りかからないと、生易しいものではないですね。お配り

していないけれども、市の施設ではこんなふうにやっていますというところがあります。 

市役所の庁舎内とか、区役所とか、体育館とか、地下鉄の暖房とかね。市で直接かかわれ

るものについては、市でやっています。それは、各主体がみんなやっていくということで

す。それから、今の坂本委員のご発言ですけれども、北海道環境財団というのは、北海道

地区のＰＲをする EPO というセンターを今まで９年間やっていましたが、２０１５年以降

も環境省から３年間、受託できていますので、そういうところをアレンジして、市民や企

業にＰＲする機会を持ってもいいかと思います。 

○森田委員 立派なパンフレットがいっぱいできて、さらに改良されて、非常にいいこと

だと思っています。その啓発と、先ほどお話がありました企業とかどういうふうに取組ん

でいくかということでつながっていくと思うのですが、同時に、札幌市で表彰制度があり

ますので、それとセットでＰＲしていただきたいと思います。環境活動の表彰ですね。そ

れとセットでＰＲしていただいて、ぜひ応募していただいて、それを札幌市で積極的に表

彰していくということですね。この期間で募集しますという広報よりも、こういうことと

一緒にＰＲしていただくほうがより効果的かと思います。広報の仕方をちょっと工夫して

いただければと思います。 

○小林会長 札幌市環境賞が６年間続きまして、まだこれから続くと思います。あそこで

も、地球温暖化部門は最初からありましたね。 

○森田委員 今回、いろいろと見させていただくと、特定のところに偏らないで、できる

だけ広い団体、企業から出していただくということでは、こことセットということは非常

に重要だと考えていますので、ぜひ広報を工夫してください。 

○小林会長 ありがとうございました。 

 では、先に行かせていただきます。 

 機会づくり、場づくりです。校外学習用バスのことや、かんきょうみらいカップや、環

境コンテストのことがあります。ご説明をお願いいたします。 

○事務局（田中環境教育担当係長） 校外学習用バスの貸出につきましては、今年度は、

夏場から秋にかけてバスの手配ができないということで、１１月から１２月に変更してお

ります。そして、例年よりも利用校及びバス利用台数が減っている状況でございます。来

年度、平成２７年度についても、うちのほうでいろいろ検討させていただいたのですけれ

ども、年度の前から１１月、１２月で募集をかけているところです。これも、何社かのバ

ス会社から聞取りを行っているのですが、バス事業の繁忙期には調達がなかなか難しいと

いう意見をいただいておりまして、２７年度についても同じように１１月、１２月で対応

したいと考えております。 
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 ただ、平成２８年度以降につきましては、まだ時間がございますので、いろいろな手法

を探りながら、引き続き、学校に幅広く使っていただけるように検討していきたいと考え

ております。 

 次は、かんきょうみらいカップです。 

 これは、前回、ご説明させていただいています。ただ、前回は報告書がまだまとまって

いなかったものですから、今回お配りしております。 

 内容的には、既に１１月９日の時点で全て終了しておりますので、とりわけ報告するこ

とはございません。ただ、こちらにつきましても、業務委託をしてやっているので、運営

費が上昇傾向にある一方で、これは実行委員会形式でやっているのですが、協賛企業から

の協賛金や協賛品、そして市も負担金を出してやっているのですが、こちらも減少傾向に

ございますので、確定ではないのですが、場合によっては規模を少し縮小させることを考

えています。今は、小学生全般の出場でサッカー大会とか、卓球は小・中学生とあります

が、規模を若干縮小して開催せざるを得ない場合もあると考えております。 

 次に、さっぽろこども環境コンテストです。 

 これも、前回はコンテスト開催前だったのですが、内容は変わっておりません。資料で

変わっているのは、最優秀受賞団体、優秀賞、クリック募金特別賞の受賞校が１２月６日

に決定しております。小学校の部では緑丘小学校、中学校の部では米里中学校です。児童

会館の部は、今回、新たに設けたのですが、西区児童会館合同行事ということで西区の児

童会館の合同の取組が最優秀賞に表彰されております。 

 こちらにつきましては、出場団体が減少傾向にあるのではないかということと、常連の

学校ばかりしか出ていないのではないかというご意見をいただいております。これにつき

ましても、来年度に向けて、今のところ、具体的な方法はまだ固まっていないのですけれ

ども、教育委員会とも連携しながら、よりよい方向に向かうように、できれば広がるよう

な形で検討していきたいと考えております。 

 最後に、企業との連携強化ということです。これは環境プラザの事業ですが、環境プラ

ザの機能の一つに、いろいろな環境活動をされている団体とのコーディネート業務という

ものがあります。平成２６年度については、企業と学校に力を入れてやっていこうという

ことで、昨年１１月から今年の年明け１月まで、これはクリック募金の９社に限った話で

すが、アンケートをとらせていただいております。現在、環境プラザでこの結果を取りま

とめておりまして、２７年度につきましては、このアンケート結果に基づきまして企業と

学校のマッチングを進めていくということです。具体的には、企業の活動をリスト化して、

わかりやすい形にして学校に情報提供し、その間をプラザが取り持つ形でマッチングさせ

ていくということで考えております。 

 ４番目の柱については以上でございます。 

○小林会長 ありがとうございました。 

 今のことについてご質問、コメントはございませんでしょうか。 
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 こども環境コンテスト審査委員長の太田副会長、審査員をされた坂本委員から何かコメ

ントがあればお願いします。 

○坂本委員 私は、初めて審査員をさせていただいたのですけれども、子どもたちの発表

はすばらしかったです。大変感激したのですが、気になったのは、参加学校が少なくてだ

んだん限られてきているというお話が前回出たと思います。先ほど、教育委員会の事例を

紹介していただいたら、ほかでもいっぱいやっているのだなと思ったので、今まで取組を

していない、実績のないところがゼロからやるというのは、先生方のご苦労を考えるとか

なり難しいと思うのですが、既にやっているところがあるのだったら、その発表だけちょ

っと背中を押してあげるようなことで参加されたらいいのになと思いました。 

○事務局（渋谷企画担当係長） ご意見をありがとうございます。 

 気持ち的には全く同じですので、例えば、私たちでやっている研究実践校の働きかけな

どをしていきたいと考えています。 

 ただ、学校の事情を申し上げますと、ちょうど１１月末から１２月は、学校行事が入っ

ていて、学習発表会などがあるのです。そういうものもあるので、それを見越してできる

ように、私たちも少し早目、早目に、学校に対して、こういうイベントがあるのでどうで

しょうかということを働きかけていく工夫をしていきたいと思います。 

 ありがとうございます。 

○小林会長 坂本委員が言われるように、いろいろな団体に出ていただけるような機会と

してうまく生かしていただきたいです。 

 いろいろな賞をもらっているのは９校ですけれども、出場も９校ですか。出たところは、

全部、何かの賞をもらえたのですか。 

○太田副会長 大体そうですね。 

○小林会長 みんながもらえたほうがいいですけれどもね。 

○太田副会長 出場校は年々減っているということで、たしか、１週間違いくらいで、も

う一つ別の催しが重なっていましたね。 

○小林会長 それをうまく調整していただいて、本当にやっておられる学校が出せたら、

先生も生徒もモチベーションが上がると思います。 

○太田副会長 ですから、両方を合わせて一つの大会にするほうがいいと思います。 

○小林会長 研究実践校は実践校の発表会が別にあるのですね。 

○事務局（渋谷企画担当係長） そうですね。それは、本当に閉じられたものになります。 

○小林会長 でも、せっかくなら、学び合いということで上手に生かせたらいいですね。

一緒にするとかね。 

 それから、９ページにありますように、菅井さんに講演していただいたのはいいですね。

この方は、夕方の天気予報に出られていますね。この方は、東京理科大の数学科を出た人

で、ちゃんと気象の観測データもよく読める人です。ですから、非常にうまいです。わか

りやすく、前向きで、非常に高感度の講演をしてくださる方に出ていただきました。こう
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いうアトラクションも必要ですね。ステージショーとなっていますけれども。 

 ほかはございませんでしょうか。 

○江田委員 かんきょうみらいカップについてですが、参加者の推移で、２０１０年は参

加者が６００人以上で、２０１４年になると１００人台に減っています。これは何かある

のでしょうか。 

○事務局（田中環境教育担当係長） まず、会場を変えたということがございます。あと

は、運営する側で、たくさんの子どもさんに参加していただきたいという気持ちもあるの

ですが、３００人ぐらいが安全管理の面でも目が行き届くということもございまして、そ

のようになっております。 

○江田委員 先ほど、協賛団体が減っているというお話がありました。私は、札幌市のま

ちづくり推進委員にも参加させていただいているのですが、さぽーとほっと基金は、いろ

いろな団体に参加していただいて、かなり盛況なようです。ですから、もし規模を縮小せ

ざるを得ない理由が協賛団体の減少ということであれば、ほかの局になるのですが、一緒

に話し合いをされたらいいのかなと思いました。 

○事務局（城戸環境都市推進部長） これは、とてもいいイベントで、私は札幌ドームに

派遣されていたのですが、札幌ドームの開業のときに始めているのです。子どもたちに動

くコートをぜひ使ってもらおうということで始めたイベントで、息の長い、人気のあるイ

ベントの一つだと思っています。 

 ただ、今、ちょっと説明がありましたけれども、２０１４年度は、ちょうどこの時期に

子どもたちのサッカーのイベントが重なるのです。もっと高いレベルというか、競い合う

イベントもこの前後にたくさん重なりまして、子どもたちもなかなか忙しいのだそうです。 

 この大会そのものはとてもすばらしいのですが、実際に参加されるお子さんたちの日程

の関係も俯瞰しながら、規模感なども少し検討しなければならないと思っております。 

○成田委員 かんきょうみらいカップは、当社もずっと協賛させていただいております。 

 たしか、昨年は、開催時期が例年と違い、人数が減った理由の一つとして、同じ日にほ

かのサッカーの行事があったからと記憶しております。次回は、ほかのイベントと重なら

ないよう再度検討してほしいと思います。 

 これは、協賛者としての発言になりますが、協賛する判断基準の一つに、参加人数とい

うものも一つの指標になってきます。単純に前回が１９０人で少ないから縮小という考え

方ではなくて、いろいろな要因が考えられると思いますので、そこを含めて再度ご検討い

ただければなと思っております。 

○事務局（田中環境教育担当係長） おっしゃるとおり、２０１４は、縮小したわけでは

なくて、２０１３は８月７日に実施し、すごく暑い日で熱中症のようになられたお子さん

が何人かいらっしゃったのです。ですから、２０１４は時期を移そうということで、７月

の中旬、夏休み前の土曜日に設定したのです。それまでは夏休み時期の平日で開催してい

たのですが、それを土曜日に設定したことで、先ほどから申し上げています別の少年サッ
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カーの大会―実は、これはサッカー協会とも日程を調整して決めていたのですけれども、

そちらに高学年の子どもさんたちが行ってしまいまして、結局、こういう人数になってし

まったという結果でございます。 

○小林会長 これは、選手としてフィールドを走った人数で、応援団とか親御さんはもち

ろんもっとたくさん来ているわけですね。来た方には、こういう団体の協賛を得てこうい

うことをやっていますということがわかるようになっているのですね。ここは借りるだけ

でも大変お金のかかる施設ですからね。せっかくうまく根づいて、オリンピックに向けて

いろいろまた盛り上がってくるでしょうから、それが環境と全く別物ということではなく

て、オリンピックそのものも環境を大事にした上での話というムードに持っていくために、

お願いいたします。 

 別の話ですが、環境広場さっぽろは、今年も７月３１日から８月２日まで開かれますの

で、よろしくお願いします。 

 これは、企業向けなのか、市民向けなのか、どっちつかずだということでいろいろな意

見があったところですけれども、札幌市の方針としては、次の世代も環境を大事にしてほ

しいから、あくまでも市民向けだということで、土・日が挟まるようにわざわざ組んでお

ります。子ども向けのイベントや展示をたくさんしているものですから、どうぞ皆さんた

くさんいらしてください。暑い盛りの７月３１日から８月２日まで、冷房のないところで

すけれども、たくさんいらしていただきたいと思います。 

 ただ、企業からは、子ども向けの展示をしたらいいのか、商売同士のトレードのための

展示をしたらいいのか、何とかしてくれということがあるのですが、札幌市は、あくまで

も次の世代向けの環境だというふうに位置づけていますので、よろしくお願いいたします。 

 では、次に行かせていただきます。 

 ⑤の環境プラザ展示物更新のご報告をお願いいたします。 

○事務局（田中環境教育担当係長） お手元に、その他ということで環境プラザ展示物更

新についてという資料をお配りしております。まず最初のページは、表紙をめくっていた

だいて次のページですが、左側の図が改修前の環境プラザです。それを矢印右側のように、

前回の会議でもお配りしているのですが、今年度中に改修するということで準備を進めて

います。 

 前回お配りした資料と若干変更している箇所がございまして、左下にレクチャースペー

スがございます。前回までですと、自分の部屋ということで、部屋を四つに区画するとい

う図面をお見せしていたのですが、いろいろ検討する中で、この広さや来場者の人数など

いろいろ勘案した結果、ここは特に部屋を設けないで説明用のレクチャースペースとして

います。ほかの３部屋、リビングとキッチンとバス・トイレの部屋があるのですが、こち

らは説明するための部屋ということで壁を作らないで開放的なスペースにしています。 

 次のページを見ていただくと、新しいイメージが出てきます。 

 今申し上げたように、三つの部屋と一つのレクチャースペースとなっています。このレ
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クチャースペースの横には４６インチの大型モニターを設置して、こちらで解説もできる

という形になっております。 

 その次は、環境プラザの中のハウススタジオの画像です。 

 真ん中の上のほうに植物とＣＯ２がありまして、これがレクチャースペースの前にある

４６インチの大型モニターとなっております。これは、タッチパネルになっておりまして、

ここでは五つのテーマで、今出ている植物とＣＯ２に加えまして、上水道の仕組み、下水

の仕組み、電気とＣＯ２の関係、それから、環境への影響ということで、主に地球温暖化

などを学べるような解説用モニターとなっています。タッチしながら画面が展開できます

し、ホワイトボードのように、この映像に手なりペンなりで字を書いたりマーカーをつけ

たりできるようになっています。こちらは、基本的に環境プラザの職員が解説用に使う大

型モニターとなっております。 

 この右下に見える化モニターの画面がございまして、これが三つの部屋についておりま

す。例えば、リビングですと、ストーブとテレビとＬＥＤ照明の三つの消費電力、ＣＯ２

排出量プラス電気料金が表示されるような仕組みになっています。これは、学校に設置さ

れている見える化設備に近い形で、学校のものよりは機能が落ちるのですが、リアルタイ

ムでテレビのスイッチを入れたり照明をつけたりするとグラフで数値が出てくる仕組みに

なっております。 

 これについては、テレビですと待機電力や、照明では明るさを変えることによっても消

費電力が違うということがわかる仕組みになっております。 

 これは、ほかの部屋でも同様ですが、キッチンですと、電子レンジと水道と蛍光灯です。

水道ですと、実際に水は出ないのですけれども、音と蛇口のひねり方によって、水がたく

さん使われているとか、余り使われていないという表示が出る仕組みになっています。 

 バス・トイレのほうは、トイレの便座の使用電力とバスのシャワーなどの水の使用量で

す。また、こちらは白熱灯の照明にしておりまして、三つの部屋で照明の違いといいます

か、電力使用量の違いがわかるような仕組みとしております。 

 今ご説明した右下の見える化モニターは、こういった電力の使用量に加えまして、見え

る化モニターの真ん中の下に小さくＱ＆Ａと黄色く書いてあるところがありまして、ここ

を押しますと、そこの部屋に合った、リビングならリビングにマッチしたエコライフに関

するクイズが出題されます。これも、子どもさん向けの初級編と中学年以上向けの上級編

という二つのレベルを設定しておりまして、問題を解きながらエネルギーの賢い使い方を

学んでいただけると考えております。 

 また、画像はないのですが、資料２には、持ち出し用タブレット端末を複数台と書いて

いますけれども、これは物が入荷しまして６台用意しております。ハウススタジオと同様

の体験と書いているのですが、電気を使ってそれが表示されるというのは無理なので、同

様のクイズを環境プラザの職員が持ち出して学校の出前授業などで使えたり、環境プラザ

の施設の紹介などの映像を見せながらプラザに誘導するという役目も果すような持ち出し
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用の機器を用意しております。これも、予定ではもう完成すべきところなのですが、ソフ

ト系の調整などがまだ完全に終わっておりません。実は、できれば今回の委員会の会場を

こちらにしたいと考えていたのですが、ちょっと不安要素があったものですから、この会

場にさせていただきました。実際のところ、まだ完了しておりませんので、設備につきま

しては、日を改めてご案内したいと考えております。 

 環境プラザの展示物更新については以上でございます。 

○小林会長 ありがとうございました。 

 今回、いろいろ工夫をして、一部リニューアルされています。コメント、ご意見はあり

ませんか。 

 今の田中係長のお話にもありましたように、次回にでも、現地を見ながらいろいろご意

見を伺う機会が作られればいいなと思っています。 

○事務局（田中環境教育担当係長） 成田委員には申し訳なかったのですが、当初はガス

も見える化するという案がありました。しかし、最終的に、子どもさんが来るので、実際

に火をつけるわけにはいかないので、何かで代用してガスの量などが見えるようにという

ことを検討したのですが、そこまでの予算がないということもありまして、今回の変更に

はガスは入っておりません。ただ、クイズの中にはガスの使用に関する問題も幾つか用意

させていただいておりますので、来年度以降、その辺を検討させていただきたいと思って

います。 

○小林会長 歩いてまあまあな距離に北ガスのクッキングスクールがありますね。あそこ

とうまく連携して、両方うまく使えればいいですね。 

○成田委員 子どもたちを歩かせるにはちょっと距離があるかもしれません。 

○小林会長 そうですか。ガスを扱って事故があってもいけないですし、それなりに人的

な対応も必要になります。 

 今のところでご質問はございませんか。どうぞ。 

○成田委員 次年度以降、期待しておりますので、よろしくお願いいたします。 

 こちらの展示は、子どもたちが使用するに当たって、この部屋の使い方的のレクチャー

とか、もしくは資料を事前に用意して見せたりするのでしょうか。 

○事務局（田中環境教育担当係長） ４６インチの解説用モニターでは、ハウススタジオ

の機能の紹介を入れる予定です。ただ、これも、子どもが来てすぐに大型モニターをいじ

れるような形を今は考えていなくて、プラザの職員がついて説明してという形になると思

います。各部屋にある２３．６インチの見える化モニターはいつでも動かせるようになっ

ていますので、電気をいじったり、クイズを自発的に解くということはできるのですが、

全体の機能は職員が操作する形を今のところは考えております。 

○成田委員 おそらく、そのまま展示スペースに入っても、本来の使い方をしてもらえな

い可能性があると思いますので、その辺をフォローしていただけたほうがいいと思いまし

た。 



 - 23 - 

 それから、今、資料を拝見していて思ったのですが、各部屋の見える化モニターにＱ＆

Ａがありますが、もし可能であれば、表示を単なるＱ＆Ａではなく、「クイズ」等の表現

を使って、子どもたちに分かりやすくしてはどうでしょうか？ もし間に合うのであれば、

少しご検討いただければと思います。 

○小林会長 白崎委員、Ｑ＆Ａだと子どもはわからないですか。 

○白崎委員 大丈夫だと思います。 

○小林会長 ほかにございませんでしょうか。 

 では、きょうは非常に順調に進みましたので、まだ遠慮してご発言されていない方、何

かあれがお願いします。 

○竹島委員 竹島です。 

 きょうは、いろいろと勉強させていただきました。ありがとうございました。 

 かんきょうみらいカップですが、私にも、今、１８歳の息子がおりまして、その子が８

歳、２年生のときに出場させていただきました。カーテンレーザーマッチなのですが、そ

のときに、私も指導者としてピッチに立たせていただきまして、すごく感動した覚えがご

ざいます。ぜひこれからも続けていただければと思います。子どもたちは、プロがやって

いる芝でボールが蹴られるというのはすごく感動するのですね。子どもたちは、そこを目

標に一生懸命練習したり、それを見た親がまた感動したりと、いいつながりができるので、

ぜひこれからも続けていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○宮森委員 先ほど説明のありました「札幌市温暖化対策推進計画（案）にいただいたご

意見と札幌市の考え方、小学生・中学生のみなさんへ」の資料を見て、市の温暖化対策推

進計画に対して小・中学生の方々に意見を求めるということが、札幌らしい試みのような

印象を持ちました。また、それに対して８２５人もの小中学生の皆さんからご意見をいた

だいたというのは、全市で環境教育に取組んでいる成果と感じました。 

 この冊子を開いてみて、子どもたちの意見と、それに対して「市役所の考え方」として

きちんと回答されている内容を、教材として使う方法があればいいと思います。 

 ちなみに、大人の方からはどのくらいの意見が寄せられたのでしょうか。 

○事務局（高木環境計画課長） 大人は、期間は同じで、個人としては２１人、意見とし

ては１６８件でしたので、子どものほうが断然多いです。 

 これは、種明かしをさせていただくと、百合が原小学校さんとか環境教育に熱心な学校

さんにもＰＲをしていただいた中で、例えば、環境教育に熱心な中学校では、全校生徒に

出して意見を集約したというところもあります。そういう意味で、ふだんから子どもたち

に環境を積極的に教えている学校では意見もたくさん吸い上げられるというご協力があっ

ての約１，５００件だということで、感謝しているところであります。 

○宮森委員 他の自治体でも、このように子どもたちに意見を求めるということを実施し

ているところがありますか。 

○事務局（高木環境計画課長） ほかの自治体がやっているかどうかは把握していません。
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そもそも、パブコメ自体、私も、札幌市の計画を作るときに、パブコメをしていますとい

うお話をしたのですけれども、全てやっているわけではないのです。市民の方に非常に影

響がある、関係する、あるいは規制的になるような計画を作るときは、市の内部では、パ

ブコメをしっかりと行って、市民の意見を聞きなさいということが義務づけになっており

ます。そういう意味で、温暖化というのは、義務的というよりは、市民の皆さん自身が排

出者であり、被害者にもなるということから必要だということで、パブコメをかけたとこ

ろです。 

 また、キッズコメントをやるかどうかも現局の考え方になっておりますけれども、私ど

もがパブコメをやる半年ほど前に、札幌市でエネルギービジョンも策定しておりまして、

そのときも、大人向けのパブリックコメントとあわせてキッズコメントも募集したという

流れがあります。エネルギーと温暖化は表裏一体の話ということもあって、私どもも今回

キッズコメントを行ったところです。 

 ただ、手前みそになりますけれども、１，５００件というのは、エネルギービジョンの

ときのキッズコメント数よりはるかに多く、二、三倍くらいだったと思います。 

○小林会長 非常によかったですね。中学生も高校生も小学生もすぐに大人になってしま

いますからね。 

○宮森委員 パブコメというと、ハードルが高いイメージがありますが、パブコメのため

のワークショップも開催されたと伺っております。子どもたちがこんなにたくさんの意見

を出しているということもホームページで紹介し、こういった試みが全国的に広がってい

くのも大事なことと思います。 

 もう一つ、「地球のためにできること」という５・６年生用の環境副教材で少し気にな

ったところがあります。 

 ３７～３８ページの「いろいろなエネルギー」で、様々なエネルギーの仕組みが簡単に

紹介されていますが、それぞれを表現しているイラストの内容がこれで理解できるのかな

という印象を持ちました。５・６年生用なので、実際の写真を掲載した方が解りやすいこ

ともあります。次回の改訂に期待したいと思います。 

○小林会長 いろいろ紆余曲折があったようですね。 

○森田委員 本当にいろいろな取組をされていますが、どのように勉強するか、どのよう

に学校で実践をしてもらうかだと思います。白崎委員もおっしゃっていましたが、今、先

生も生徒さんも本当に忙しい時代です。そういう中で、教科の中でどういうふうに教えて

いくかということも一つ課題ですが、子どもたちが日常的にどういうふうに情報を得てい

くかということと先生方がどう教えていくかという２面があると思うのです。教えていく

ほうは、今、カリキュラムが非常に過密な中で、今後さらに工夫が必要ですが、まず、子

どもたちは、家庭でもそうですけれども、家庭ですと、情報を得られる状況のご家庭とそ

うではないご家庭があるので、学校の中に、図書室とかどこかで、タッチパネルなどで、

札幌市の環境に関する情報が全部パネルで、これを見たら札幌市のホームページのここに
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行くとか、これを見ると見える化のものが使えるとか、おでかけブックもここで押すと見

えるとか、今の子どもたちはそういう機器を使うのはすごく上手ですので、ふだんの中で

子どもたちにそういう情報を得てもらうと。 

 そうすると、ここにいっぱいあるパンフレットも全部盛り込むことができます。確かに、

パソコンでそれぞれのホームページに入ってくださいというのもありですが、もうちょっ

と低学年からでもぱぱっと見られるとか、本当はプラザに行ってほしいですけれども、行

けないご家庭もあるので、だったらプラザのこれはこうやって見ていけるというように、

だんだんそれができる時代になってきたと思いますので、できるだけお金がかからないで、

でも、子どもたちが平等にいろいろな体験ができて、情報を得られるようなことを、次年

度以降、少しずつ計画していただいて、実現につながればいいなと思いました。 

○小林会長 大変貴重なご意見ありがとうございました。 

 白崎委員、お願いします。 

○白崎委員 今日、私にとって一番大きかったのは、地球温暖化対策推進計画です。これ

は、今まで学校には配られなかったですね。これが１２月に配られたときに、１０冊ぐら

い学校に冊子が来て、では、どこの学年にどんなふうに書いてもらって、子どもたちにど

んなふうに広めようかというときに、私は、５・６年生は違うことに取組んでいたので、

４年生にしたのです。ただ、後ろにはがきを書いて送らなければならないと、そういった

ときの学習の内容だとか、タイミングだとか、いい意見がどれだけ入ったかということが

確認し切れなくて申し訳なかったのですが、これを学校でどう生かすか、授業でどう生か

すかということが僕らの仕事かと思います。 

 エコライフレポートが夏と冬にあるのだけれども、それを通して学期を明けたときに、

総合的な学習でちょっとエネルギーを見るぞといったときに、それを子どもたちに提示し

ながら、未来の地球の札幌市の予想図と照らし合わせながら何かできるような取組がない

かなと考えていました。 

 温暖化対策でいうと、やはり車ですね。例えば５年生の学習で、以前、私がやったもの

だったら、車の排気ガスを調べよう、ごみ袋でちょっと車の排気ガスをとるよ、２秒でい

っぱいになったよ、この通りは１分間で何台この車が通るのだよ、では、ごみ袋にしたら

１日で一体どれだけの排気ガスになるのか。それこそ、このごみ袋が何万という量になる

のだな、それがここにまき散らされるのだな、その排気ガスはどんなものなのだというこ

とで、今度はまた、排気ガスのにおいとか、実際にそれがどのような成分なのかというこ

とをネットで調べつつ、こういったものが吐き出されるまちなのだと。では、それについ

て僕たちは何ができるのかなといったときに初めて、子どもたちが温暖化に目を向けると

思うのです。 

 だから、この冊子を配るだけではなくて、実際にそれを受けてどんな活動を子どもたち

に投げかけるかが大切だと思うのです。それが、子どもが本気で追求する学習を作れるか

どうかというキーポイントになるのです。 
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 僕ら授業屋は、これと子どもたちの目の前の事実をどうつなげていくか、それがやるこ

となのかと思って見させてもらっています。それが副読本などにいろいろな学習事例でど

んどん出てくればおもしろいのかなと考えながら、進めていかなければならないと思って

います。 

 もう一つ思うのは、今、環境もそうだけれども、防災教育、まちづくり、公共などの視

点が学校のほうにもたくさん取り入れられてきているのです。今、これは環境の場だから

環境教育の話をしているけれども、学校に戻ると教頭や校長などの立場に立ったときには、

子どもたちにこれから学力問題などがあるときに何を身につけさせていくかといったとき

の枠組みで考えざるを得ないのです。そういうときに、シチズンシップとか、公的資質と

か、そういった枠組みで子どもを育てていきたいなという視点に立っていきます。 

 そうすると、環境も一つの視点だけれども、環境だけではなくて、今言ったさまざまな

視点をひっくるめながら、できるだけそれがリンクしていってうまく子どもたちに事象を

提示したときに、環境もそうだけれども、まちづくりもこうだ、実は自助、公助、共助と

いう目線も育つぞ、それは防災にもつながっていくぞ、実は、札幌市はこれから少子高齢

化に入っていくけれども、２０年後の子どもたちは、今、目の前の子どもたちが社会の中

でコンパクトシティーをどう作るかという目線を持っていかなければならないぞ、そうい

ったときには、では、今、何をぶつけていくかということを考えていくことが必要だと思

っています。 

 目線ということで言うと、私は社会科だけれども、渋谷係長は生活科、礒島委員は総合

的な学習、三木委員は理科が得意分野です。それぞれの足場のもとに環境教育を見ている

けれども、それを一つ大きな枠組みで公共とかシチズンシップといった目で動き出すよう

な仕組みが出てくればなと思っています。札幌市環境教育基本方針推進委員会もそうです

けれども、札幌らしい特色ある学校の教育ということで、平成２０年に立ち上がってきて

いますね。そして、２１年に雪、環境、読書にかかわっていますので、そろそろ大きな新

しい枠組みが必要になってくるのではないかと考えています。 

○小林会長 ありがとうございました。 

 締めをしていただきまして、ありがとうございました。 

 あとは、事務局から連絡事項などはございませんか。 

○事務局（田中環境教育担当係長） 次回の会議につきましては、今のところ、全く未定

でございますので、また改めて皆様と調整させていただきたいと思います。またご連絡い

たしますので、よろしくお願いいたします。 

○小林会長 本日の議事はこれで全て終了いたしました。 

 なお、皆さんは新聞でもごらんになったと思いますけれども、先週、札幌市の４月の人

事異動が発表されております。今回、この委員会をずっとやっていただいた高木課長がご

昇任、田中係長が異動されますので、お二人からご挨拶を頂戴したいと思います。 

○事務局（高木環境計画課長） 改めまして、貴重なお時間をいただいて、ご挨拶をさせ
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ていただきます。 

 今、会長からお話がありましたが、既に何人かの方にはご挨拶をさせていただいていま

す。皆さんから、新聞を見たよという話をいただきまして、改めて新聞の力はすごいなと

思いました。 

 私は、環境教育という仕事に４年間携わらせていただきました。環境教育は、改めて思

うと、子どもたちの笑顔というか、輝く顔が見える仕事だったと思います。仕事をやれば

やっただけ、子どもたちの笑顔が増えて生き生きとしてくれた、それが環境教育だと思い

ます。ただ、私の４年を振り返ると、果たしてどうだったかなと思いますし、もっと子ど

もたちを輝かせるようないろいろな事業ができたのではないかと、非常に反省する部分も

多々あるところです。 

 私は４年で異動する形になりましたけれども、今後ともこの委員会は継続して、皆さん

にいろいろご指導、ご鞭撻をいただきますので、そういうご意見などを踏まえながら、今

後も環境教育という事業を教育委員会と連携を深めながらさらに発展していけたらなと、

出て行く者が勝手に言うのも何ですが、期待をしているところでございます。 

 私の次の異動先は環境管理担当部です。業務的には、昔で言う公害、大気汚染や水質汚

濁の関係や、環境アセスメントのようなことです。加えて、事業者の方の環境保全活動と

いうことで、先ほど会長からお話が出ましたさっぽろ環境賞とか、事業者のＣＳＲの関係

の業務に加えて、生物多様性の関係も所管します。生物多様性については、環境教育の中

でもまた取り上げていく形になると思いますので、そういう意味では、私もブーメランの

ように戻って皆さんにご指導やご意見をいただく形になるかと思いますので、今後ともよ

ろしくお願いします。 

 ４年間、どうもありがとうございました。（拍手） 

○事務局（田中環境教育担当係長） お世話になりました。 

 私は、２年という余り長くはない期間でありました。 

 環境局にとっては少数派の事務職でございまして、次の異動先は環境と全く関係のない

財政局税政部となりました。南部市税事務所市民税課の主査ということで、平岸にある事

務所に異動することになりました。 

 ここに来たときは、環境の「か」の字もわからないまま業務に携わらせていただきまし

た。前の職場が下水の庶務的な役割で、庁舎の中で節電や節水などはやっていたのですけ

れども、ここに来て、環境局で実際にやっている取組などを見ると、非常に生ぬるかった

なということを痛切に感じました。今は、子どものころから、学校の中でも節電や地球温

暖化対策に取組んでいることに非常にびっくりして、環境教育に携わらせていただいて勉

強になったと思っております。 

 今後も、畑は全く別のところになるのですけれども、地球温暖化対策の宣教師的に、い

ろいろなところで環境保全に取組んでいければいいかなと思っております。 

 ２年間、お世話になりました。ありがとうございます。（拍手） 
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○事務局（高木環境計画課長） もう一点だけ申しわけございません。 

 環境教育の関係は、皆様の委員会を含めて４月以降、担当する課長が私どもの中の事務

移管の関係で環境産業推進担当課長の田縁が担当することになりました。ちょうど、今日

の会議を後ろのほうでじっと見ておりましたので、田縁からも、一言、ご挨拶をさせてい

ただきます。 

○事務局（田縁環境産業推進担当課長） こんにちは。 

 ご紹介にあずかりました環境産業推進担当課長の田縁でございます。 

 今回、事務移管ということで担当させていただくことになりますが、私どものところで

はご存じの方も多いと思うのですけれども、市民向けの省エネ、節電の普及啓発の活動と

ともに、エコライフレポート等も担当させていただいております。 

 やはり、こういうような活動を持続するためには、ベースとなる次世代の子どもたちに

向けたアプローチであります環境教育が非常に重要かと考えておりまして、今回の機構改

革では、それらを一連に考えて進めることにより、市民の環境活動の推進につなげて、よ

りよいものにしていくことを目指していくことと捉えております。もちろん、行政が機構

を変えただけでこんなことができるわけではなく、ここにいらっしゃいます各界でご活躍

いただきます皆様、そして、教育委員会の皆様といろいろ連携させていただき、ご支援い

ただくことが実現に向けて大変重要なことだと考えております。 

 ４月１日には田中の後任で北村という者も参りますが、引き続きご指導のほどをよろし

くお願いいたします。 

○小林会長 ありがとうございました。 

 これからもどうぞよろしくお願いします。 

 

  ３．閉  会 

○小林会長 本日は、皆さん、休みなしの２時間余り、大変熱心にご議論をいただきまし

て、ありがとうございました。 

 また、城戸部長にも、ずっと一貫して見ていただきまして、ありがとうございます。 

 これをもちまして、平成２６年度第２回環境教育基本方針推進委員会を終了いたします。 

 皆さん、ありがとうございました。 

                                  以  上   


